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経営戦略において需要予測は, 特に製品需要のようなミクロ的市場アプローチでは重要な手法
である. 我が国の消費製品市場は, 多くの分野で成熟, あるいは衰退市場段階に達しており, 戦
略上も市場細分化により, 消費者毎, 製品毎の極めて限定的な条件での下で需要予測が図られる.





消費行動は消費心理要因など未知要因が支配的であり, 再現性が低く, その予測(2)には, 本来
的に, 予測誤差が必然的に生じる. 目的変数となる消費購買行動について, 決定因となる説明変
数が一様な線形ではなく, データがバラつくことによる問題, 更に市場データ (特性値) から市
場トレンドを回帰分析した際に, その予測誤差の管理をどのような手法でおこなうかについて,














て一般に, ブラウン (R. G. Brown 1959) による指数平滑法と誤差管理の為のトラッキング・
シグナル手法について論じる. この点で経営戦略モデルにインプリケーションを与えることを望
むものである.











④ 持続性；Durability (一定期間, その有効性を保ちうること)








げられる. 前掲 1－1の合理性基準を満たす手法について検討, 評価できる.
 図解・比率法という比較的直感的で簡便な手法が 60％以上の企業で利用されることが伺
えるが, 論理性の明解なモデルに直感的な理解が要求される.
 時系列分析と相関分析法は, ほぼ半数の企業で利用されるが, 企業ではこれを図解・比率
法と総合している場合が多く, 厳密な区分は困難である.
 連立方程式モデルとシミュレーションは消費財メーカーの約 15％で利用される一方, 生
産財では 10％未満である. これは消費財メーカーは, より流通の川下に位置し, 市場指向
















① a. 時系列モデル (Time Series Date Model):
予測変数を動的構造として統計的データを拾い将来を現在, 過去の延長と捉え, 事象について因
果関係から予測を説明する. TCSI 分離モデルや自己回帰 (ARモデル) 等. また横断面分析モ
デル (Cross-section Date Model): 事象の構成要因など一定計測点で断面データを採り予測を
説明する立場もある.
b. 回帰モデル (Regression Model)
予測変数と予測値 (被予測変数) の間を静的構造ととらえ説明する. 比較的定形な確定モデルと,












1. 図解・比率法 68.3 81.3 69.3 51.7 58.5 65.0 57.6 66.7 61.0
2. 時系列分析 69.6 71.9 70.3 42.1 58.5 68.3 55.5 50.0 59.4
3. 相関分析 46.6 56.3 49.5 32.6 42.5 50.0 40.8 16.7 42.8
4. 連立方程式モデル 10.1 28.1 15.8 5.6 5.7 11.7 7.1 0 9.4
5. シミュレーション 14.5 12.5 13.8 6.7 4.7 8.3 6.4 0 8.3
6. 確率モデル 2.9 9.4 5.0 4.5 1.9 3.3 3.1 0 3.6
7. ベイジアン法 0 0 0 0 0 0 0 0 0
8. その他 7.2 6.2 7.0 7.9 4.7 5.0 5.8 0 6.1
回答企業数 69 32 101 89 106 60 255 6 362
表 1；採用される需要予測手法 (企業事例)
てARMA (Autoregressive Moving Average Model) 等も多用される.
② 演繹的論理構造モデルには総需要モデル (Stone&Rowe), 反復購買モデルなどがある.
需要予測モデルは, 論理構造の立場から需要量を推定する試みであり, ｢論理構造の強い論理
に基づいた予測モデルを構築していくべき｣(6)演繹的アプローチがあるが, 前提条件, 予測方式
が多様であり, 必ずしも推定値は一定にならない. 一方, 帰納的な実績データからの推計モデル









時系列データには (TCSI：傾向変動：Trend (T), 循環変動：Cyclical fluctuations (C),
季節変動：Seasonal variations (S), 不規則変動：Irregular variations (I)) から構成され,
先ず時系列データを加法モデル (時系列変動の比例性関係を加味した加算式),
F (t)＝T (t)＋C (t)＋S (t)＋I (T)
乗法モデル (時系列全体の変動水準に応じた変動比率),
F (t)＝T (t)・C (t)・S (t)・I (T)
式を対数加法モデル
log Ot＝log Tt＋log Ct＋log St＋log It
として線形に変換できるため, 加法モデルと同等に扱い構成要因分析が行われる. 加法モデル,
乗法モデル等により ｢時系列分析ではいかに効果的に 4 変動要因に分離するかにある｣(7)が, モ




③ 傾向線の当てはめ (最小二乗法, ロジステック曲線など)








長期の全体的傾向で上昇, 下降等, 一方方向を持続する変動である. 移動平均法, 移動合











指数平滑法 (Exponential Smoothing Method ブラウン法(8))
3－1. 指数平滑法
この手法の特徴は①予測誤差管理と Fisher Yates 手法に準じる②データ欠落の場合の補充に
ある. そのためトラックイングシグナル (Tracking Signal) が活用される. 加重移動平均でも
ある指数平滑法は, 以下の式に表わされる.






M (t)＝M (t－1)＋{D (t)－D (t－n)}／N…………
式より, 当期の移動平均値を算出する為には, 当期実績Dと前期移動平均値M (t－1) 及び
N期までの実績が必要となる. 即ちN期までの移動平均を取る為に, 絶えずN期までの実績を
絶えず収集する必要がある.
保存データが切落し, 過去の実績 (Dt－1 から Dt－N) がなく, 前期の移動平均Mt－1のみが分か










これは過去データのうち, 新しいデータに加重し, 過去に遡り, 加重を軽くするなど実効性を
高めるための各データに評価付けを行う手法である.
また時系列データが欠損した場合, これを埋める手法として Fisher-Yates 法が多用される一
方, この指数平滑法が用いられる. 過去の実績に比重を置く場合, 平滑化定数αを 0に近似して
とる. また現在の実績に比重を置く場合は, 1 に近似させる.
t 期において実績値Dt が得られた場合, t 期の実績値 St を, Dt と t－1 期の期待値 St を用い
て予測する.
St＝St－1＋α (Dt－St－1)
需要の安定期では (Dt－St－1) の項が偶然変動により構成されるから, これが期待値 St に影響
を与えぬようにαを小さくとる. 逆に需要が安定せず, 実績値の変動要因が傾向, 季節, 周期変
動が入る場合は, αを大きくとる.








































要因分析が行われ, 需要予測理論も複雑, 多岐に分類される. 更に近年は, 成長市場から成熟市
場への移行に応じた拡張的アプローチ手法としてデルファイ法, 関連樹木法等, 新たな感性的手
法分析も図られる. 従来の製品カテゴリー, 価格, 機能等の製品特徴の機能的係数から, 感性的
消費の中心となる市場分野では仕様, 流行等の感性的アプローチによる需要予測も重要な手法と
なる. 経営戦略立案の基礎にある, トレンド分析を中心に帰納的データ推計モデルは有意性があ
る. 経営戦略モデルへの導入は予測精度水準とその管理が要諦である. 本稿では, 需要予測手法
での予測誤差管理について, トラッキング・シグナルの考え方につき, 若干の分析を試みた. 再






① 小泉修平 (JMS) ｢予測理論｣ ㈱日本経営システム PHP出版 1992.9
② 春日井博 ｢需要予測入門｣ 日刊工業新聞社 1967
③ 森田優三 ｢経済変動の統計分析法｣ 岩波全書 1955
④ 円山由次郎 ｢需要予測と時系列分析｣ 日本生産性本部 1970
⑤ 廣松毅 ｢経済時系列分析｣ 朝倉書店 1995
⑥ 李家斉, 北岡正敏 ｢閾値自己回帰モデルによる時系列予測｣ 日本経営工学会 1997
⑦ 田口玄一, 横山巽子 ｢ビジネスデータの分析-手法と実例｣ 丸善 1980
⑧ 刈屋武昭 ｢回帰分析の理論｣ 岩波書店 1989
⑨ 溝口敏行, 浜田宗雄 ｢経済時系列の分析｣ 勁草書房 1985
⑩ 溝口敏行 ｢経済統計論｣ 東洋経済新報社 1988
⑪ 廣松毅, 浪花貞夫 ｢経済時系列分析｣ 朝倉書店 1987
⑫ 林知己夫監修 ｢調査とサンプリング｣ 同文書院 1990
⑬ 池田央 ｢調査と測定｣ 新曜社 1991
⑭ 斉尾乾ニ郎 ｢予測｣ 東京大学情報科学セミナー・朝日出版社 1991
⑮ 室田泰広 ｢需要予測と経済予測｣ 培風館 1984
⑯ 竹内清 ｢需要予測入門｣ 丸善 1971
注
 Associate professor Faculty of Social and Information Sciences, Nihon Fukushi University
 ライプニッツ型理論科学の立場：I. ミトロフ 1973 は, 予測手法の基本を体系化し理論科学からの説
明 (ライプニッツ). 実験科学と経験的認識からの説明 (ロック) 等を掲げる.
 ｢需要予測｣ 共立出版後掲 p.35-36
 自動車新車販売に関するBASS-Model 他, 拙著 ｢アバナシ―シェーラー仮説の実証分析研究｣ 1997.
茂木, 福川 ｢リアル・オプションを考慮したテスト・マーケテイングの価値評価｣ 日本 OR学会 2001.5
p.104
 ｢マーケテイング戦略実態調査報告｣ 日本生産性本部経営力強化委員会 1980 での以下のアンケート調
査から作成.
 石渡・島村 ｢パソコンによるマーケテイング・モデル解析｣ 共立出版 1985
 横山, 円山 ｢ 需要予測と時系列分析｣ 日本生産性本部 1970 p.12. l 12. 尚, 円山 ｢新版需要予測と
時系列分析｣ 1974
 R.G. Brown 1959
	 広義には有意性検定の手法管理の問題であり, 誤差分散と予測寄与率について出典⑦ p.13-14 p.29-34

 和田, 上野, 三林 ｢需要要因を考慮した統合予測モデルの構築｣ 日本経営工学会 vol.5 1. 2000.12
現代と文化 第 106 号
104
